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令和 3 年度 第 2 回 青森市スポーツ推進審議会 会議概要 

 

 

開催日時  令和 3年 10 月 27 日（水）18：30～19：15 

 

開催場所  青森市福祉増進センター 3 階 大会議室 

 

出席委員  増田 あけみ会長、柿崎 泰明委員、越田 強委員、中田 吉光委員、 

奈良原 正志委員、馬渡 清隆委員、山崎 玲奈委員、斎藤 広樹委員 

≪計 8名≫ 

 

欠席委員  高杉 勝彦委員、塚田 晴彦委員  ≪計 2名≫ 

 

事 務 局   経済部地域スポーツ課 

 課長 遠嶋 祥剛、オリンピック・パラリンピック推進室長 小山 信哉、 

国民スポーツ大会準備室長 中田 真紀子、主幹 淋代 優樹、 

主幹 髙坂 岳資、主幹 吉﨑 雅幸、主査 葛西 光明、主事 奥谷 幸斗、 

主事 武井 明生 

浪岡振興部地域づくり振興課 

主幹 木村 真吾、主査 髙坂 泰行    ≪計 11 名≫ 

 

会議次第  1 開会 

2 審議 

       （案件）スポーツ団体に対する補助金について 

           ・一般財団法人青森市スポーツ協会 

           ・青森市スポーツ少年団 

      3 報告 

（案件）令和 3年度 主なスポーツ振興事業について 

4 閉会  



2 

 

■審議（案件）スポーツ団体に対する補助金について 

事務局から、資料 1のとおり、スポーツ団体に対する補助金について説明があった。 

 

意見、質疑応答 

〇委員 

スポーツ少年団競技大会支援事業補助金について、資料の「3 補助金交付状況」の中でス 

ポーツ少年団の登録団体が増加した内容の記載があるが、背景として、現在、小学校の運動部

活動が市の教育委員会の方針を受けてクラブ化に移行していることが考えられる。 

運動する子、そうでない子の二極化があるが、スポーツ少年団は子供の運動する場の確保や

受け皿になっているものと考えているので、補助制度はありがたいと思う。 

 

■報告（案件）令和 3年度 主なスポーツ振興事業について 

事務局から、資料 2 のとおり、令和 3 年度 主なスポーツ振興事業について説明があった。 

 

意見、質疑応答 

〇委員 

P3（2）の国民スポーツ大会のトライアスロン競技会場の整備について、トライアスロンのス

イム・バイク・ランの距離は、それぞれどれくらいの距離で設定しているのか。 

 

〇事務局 

スイムは 1.5 キロ、バイクは 40 キロ、ランは 10 キロで設定している。いずれも青森のベイ

エリア周辺を周回するものとなっている。 

 

〇委員 

 競技運営は、トライアスロン協会で行っているのか。どの団体に任せているのか。 

 

〇事務局 

主に青森県トライアスロン協会においてコース設定を担っていただいているが、県、県トラ

イアスロン協会、市の 3者で協議しながら進めている。 

 

〇委員 

P5（1）のダンスを通じた交流促進について、実施校の小学校、中学校の連携はどのようにな

っているのか。資料の項目 1のダンスワークショップの実施校の油川小は、項目 2では、油川

中学校、佃小学校は、佃中学校というように記載があるが、連携をどのように考えているか。 

 

〇事務局 

今回、対象とさせていただいた学校は、中学校区の中にある小学校というように、小学校か

ら中学校に進学した場合の連携や教師間の連携も含め、一体的に取り組むことができないかと

いうことを検討してきたところである。 
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〇委員 

P5（1）の項目 3の取組について、現在の参加状況をお知らせいただきたい。 

 

〇事務局 

項目 3の指導者講習会について、11 月 6 日（土）に開催するものであるが、小学校・中学校

の教員から約 30 名の参加のお話をいただいている。 

参加枠にまだ余裕があり、講師の方から、実際に一緒に運動し、生徒・児童に対してどうい

う形で働きかけていくかということについて、話を聞くことができる機会であるので、是非と

も、皆様にお声がけいただき当課までご連絡いただきたいと思っている。 

 

■その他 

〇委員 

令和 2年度に開催された青森市スポーツ推進審議会の中で、事務局から、地元のプロスポー

ツチームに関する PR 事業ついての話があったが、広報あおもり以外で、駅前庁舎内でのパネ

ル展等のPRなどについて、競輪事業所と連携して相談していきたいという回答をいただいた。 

現在の PR 支援の進捗状況、どういうことを企画、立案しているのかなどの状況を伺いたい。 

 

〇事務局 

例年、地元のプロスポーツクラブ等の PR ということで、青森ワッツ、ラインメール青森 FC

の展示を中心に取り組んできている。過去の審議会においても、今後、競輪事業所との連携に

ついても相談するということでご説明をしたところである。 

今年度も、青森ワッツ、ラインメール青森 FC の PR 展示等について、市の庁舎で実施する際

に他のスポーツ団体についても一定期間の展示・紹介を行うこととして準備を進めていたが、

残念ながら、新型コロナウイルス感染症の影響により開催できなかったことから、今後、PR 展

示の企画をする際には併せて PR したいと考えている。 

 

 

■閉 会 


